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1．序論
　近年、学術論文（本論では学術雑誌に掲載された論
文を指し、以下論文とよぶ）の数は増加する傾向がある。
しかしながら、大多数の国が緩やかな増加を示すなか
で、幾つかの国では急激な増加、停滞、減少を示し、
傾向は一様ではない。例えば、Inigoは臨床神経学分野
での論文数が多い上位14カ国について、2000年から
2005年の5年間と2006年から2009年の5年間の論文数の
増減を比較した。150%以上の急激な増加は、オランダ、
オーストラリア、150%未満の緩やかな増加は、アメリ
カ、イギリス、ドイツ、カナダ、イタリア、フランス、
スウェーデン、スペイン、スイス、アーストリア、ベ
ルギーの11カ国、減少は日本であることを示した[1]。
Megnigbetoは、1966年から2010年にかけて、西アフリ
カのベナン、ガーナ、セネガルの3カ国の論文数が急激
に増加したことを示した[2]。Nguyenは、東南アジア
の10カ国について、1991年から2000年の10年間と2001
年から2010年の10年間の論文数を比較し、増加率9倍（小
数点以下四捨五入、以下同様）がカンボジア、ラオス
の2カ国、4倍がタイ、マレーシアの2カ国、3倍がベト
ナム、ミヤンマー、シンガポールの3カ国、2倍がイン
ドネシア、ブルネイ、フィリピンであることを示した[3]。
Osarehらは、1990年から1994年の5年間に生産された
世界の論文数は、直前の5年間と比較して増加したが、
それ以上にイランでは生体医学と生化学、物理学と工
学、化学、農業科学、地球科学、数学と電子計算機科学、
社会行動科学の7分野において、科学論文数の増加率が
高いことを示した[4]。
2．論文総数
　Larsenらは2回の世界大戦の期間を除外した1907年
から2007年の100年間に、化学文献抄録誌データベース
1）、工学科学技術文献データベース2）、数学文献データ
ベース3）、物理学文献抄録データベース4）、物理電気コ
ンピュータ文献データベース5）に登録された論文数が
大幅に増加したことを示した[5]。Larsenらが示したよ
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　近年、世界の論文生産は増加している。しかし、国によって伸び率は大きく異なる。本研究では、世
界の 201 の国と地域について、1975 年から 2012 年の論文の生産数を調査し分析した。その結果、トッ
プ 18 カ国は、上位に 3 つのタイプのグループが形成されていることが分かった。第 1 グループはアメ
リカと中国のトップ 2 カ国からなり、急速に両者の差が縮まっている。第 2 グループは欧州のイギリス、
ドイツ、フランス、スイス、ロシア、北米のカナダ、アジアの日本の 7 カ国からなり、論文の生産が停
滞している。第 3 グループは欧州のイタリア、スペイン、オランダ、南米のブラジル、アジアのインド、
韓国、トルコ、イラン、オセアニアのオーストラリアの 9 カ国からなり、論文の生産が躍進している。
特に、伸びが著しい韓国は第 3 グループのトップになるであろう。トルコ、イランも急増して第 3 グルー
プの上位に入るであろう。
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うにデータベースに登録された文献データは増加して
いる。本研究では、国別にその状況を調査し分析する。
　本研究では、トムソン・ロイターのScience Citation 
Index Expanded（SCI）を用いる。このデータベースは、
同社の基準から重要な雑誌を決定し、その雑誌に掲載
されている文献から構築した索引データベースである。
SCIに収録された論文（article）総数と3つの期間の近
似直線と一次式を図1に示す。
府は国家として承認）、ニウエとパレスチナ自治政府及
び南極（日本政府は国家として承認していないが地域
として扱い）、ニューカレドニアとグリーンランド及び
西サハラを加えた201カ国（地域を含むがここでは、地
域を含め国と呼ぶ）とする。これらの識別コードは、
国際標準化機構の3字国コード（ISO3166-1 alpha-3）7）
を用いる。
　SCIには著者の所属機関の情報があり、そこに設置
国と地域が記録されている。SCIに登録されている
1975年から2012年の論文の国情報は、700種類件以上の
記録されている。実際の国や地域よりSCIの情報が多
い理由は幾つかある。第1の理由は、現在存在しないが
過去に存在した国（ユーゴスラビア（1929-2003）、セ
ルビア・モンテネグロ（2003-2006）、チェコスロバキ
ア（1918-1992）、ソビエト連邦社会主義共和国（1922-
1991）、ドイツ民主共和国（1949-1990）、クメール共和
国（1970-1975）、セネガンビア国家連合（1982-1989）、
アファル・イッサ（1967-1977）、ダホメ王国（1960-1975））、
国の地域（中国の地域に台湾、香港、マカオを含める）、
複数国からなる国（イギリスはイングランド、スコッ
トランド、ウェールズ、北アイルランドからなる）、ソ
連の共和国（ウクライナ（UKSSR）、カザフスタン
（KASSR）、ベルラーシ（BESSR）、アルゼバイジャン
（AZSSR）など）を国欄に記録したことである。第2の
理由は、都市（日本の東京、大阪、群馬、神奈川、ア
メリカのニューヨーク、グアム、ハワイ、カナダのオ
ンタリオ、ケベック、マニトバ 、イギリスのロンドン、
オックスフォード、イタリアのローマなど多数）を国
欄に記録したことである。第3の理由は郵便番号（アメ
リカのニューヨーク州の郵便番号であるNYと数字の
組み合わせ、マサチューセッツ州の郵便番号である
MAと数字の組み合わせなど多数の州、ドイツの郵便
番号であるDと数字と都市、フランスの郵便番号であ
るFと数字と都市など）を国欄に記録したことである。
第4の理由は国名と訳語の両方（ENGLANDとUK、
INDIAとIND）を国欄に記録したことである。第5の理
由は国名を英語表記の他に母国語や多言語の表記（日
本語でニッポンのNIPPON, フランフ語でジャパンの
JAPON、ドイツ語でオーストリアのOSTERREICH、
イタリア語でイタリアのITALIA）を国欄に記録した
ことである。第6の理由は海外県や領地（フランスの海
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図 1　論文総数（1975-2012）
　SCIにおける世界の論文（article）総数は、1975年に
27万件であったが、以後毎年着実に増加し、2012年に
は4.2倍の116万件を突破した。第1期を1975年から1990
年に、第2期を1991年から2002年に、第3期を2003年か
ら2012年に設定した。近似曲線の傾きは第1期が13833、
第2期が21995、第3期が44129で、期を追うごとに傾き
が大きくなり、特に第3期の傾きが著しく大きい。
3．国識別
　本研究では国の論文数を数えるため、国や地域を識
別することが必要となる。これらは、2013年現在で国
際連合に加盟している193カ国6） の他、クック諸島
（ニュージーランドに属領であるが日本政府は国家とし
て承認）、バチカン（イタリアのローマにあるが日本政
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外県のレユニオン、マルティニーク、タヒチ、イギリ
ス領のバミューダ、ジブラルタル、オランダ領のアン
ティル、）を国欄に記録したことである。そして、第7
の理由はスペルを誤って国欄に記録したことである。
よって、国欄に記録された700の単語を201に名寄せし
た。しかし、元の論文を確認しないと判断できない単
語も相当数（約7万件　0.2%）あった。全体の論文数が
2700万件と規模が大きいため、影響は微少と判断し、
不明なものは除外した。
　SCIに収録された論文（article）の著者所属機関の設
置国数と2つの期間の近似曲線と一次式を図2に示す。
　世界の論文を最も生産しているのはアメリカであり、
全体の25%を超える。イギリス、ドイツ、日本、中国
までの5カ国の合計で50%を超え、ポーランドまでの18
カ国で84%を超える。
図 2　国数（1975-2012）
図 3a　国別累計論文数比率（1975-2012）
図 3b　国別論文数比率（2012）
　アメリカ、中国、ドイツ、イギリス、日本、フラン
スの6カ国で世界の論文生産の50%を超え、スイスまで
の18カ国で80%を超える。
5．国別論文数と占有率
　アメリカ科学審議会の科学工業指標2012年版によれ
ば、2009年の世界の論文生産の総数は1999年と比較し、
61万件から79万件に18万件増加した。国別では、最も
伸び率が高かったのは、イラン（平均年25.2%）であり、
続く中国（16.8%）、チュニジア（14.8%）、タイ（14.0%）、
パキスタン（13.4%）、マレーア（11.18%）、韓国（10.1%）
　論文を生産する国の数は、1975年の150カ国から2012
年に200カ国までの38年間に50カ国と緩やかに増加し
た。ここでは、全体を2つに期に分けて検討する。第1
期を1975年から1988年に、第2期を1989年から2012年に
設定した。近似曲線の傾きは第1期が1.1297、第2期が
0.6652で、第2期は第1期の半分程度の傾きである。
1989年に18カ国増加した以外は緩やかな増加であるこ
とが分かる。
　論文数の増加と国数の増加を比較すると、国数の伸
び緩やかであるにも関わらず、それ以上に論文数が大
きく伸びていることが分かる。この現象は既存の国が
大きく論文数を伸ばしていることを示唆している。
4．国別累計論文数
　1975年から2012年までに各国で生産された累積論文
数の国別比率を図3aに、2012年に生産された論文数の
国別比率を図3bに示す。
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の計7カ国が2桁の伸び率であった。一方、総数が減少
したのは、ウクライナ（-3.6%）、ロシア（-2.0%）、日本
（-1.1%）、スウェーデン（-0.4%）、イギリス（-0.2%）の
5カ国であった[6]。
　本論では、1975年から2012年までの38年間に生産さ
れた各国の論文数と同占有率の年次推移を調査した。
論文数は著者が所属する機関の設置国に対して整数で
カウントする方法とした。例えば、日本の機関に所属
する著者とアメリカの機関に所属する著者が共同で執
筆したひとつの論文は、日本に1件、アメリカに1件と
数える。このカウント法の難点は実際の論文数より総
数が過大になることである。しかし、カウントが単純
なので扱いやすく、論文数が整数になるので比較し易
い。国間の論文数や占有率の比較であるならば、さほ
ど大きな誤差は発生しない。
　各国の2012年の論文数の上位18カ国について、論文
数と占有率、および1975年から2012年の38年間の最大
上昇率と降下率の大きい方を表1に示す。
表1　論文数・占有率（2012）
　最小最大占有率（1975-2012）
Rank
(group)
Country
code
2012 1975-2012
articles
Share
%
Minimum 
 % (year)
Maximum 
% (year)
1 (1) USA 299,142 19.3 19.3(2012) 37.1(1975)
2 (1) CHN 203,383 13.1 0.2(1975) 13.1(2012)
3 (2) DEU 86,657 5.6 5.6(2012) 8.6(1978)
4 (2) GBR 85,260 5.5 5.5(2012) 9.5(1975)
5 (2) JPN 72,848 4.7 4.7(2012) 8.4(2000)
6 (2) FRA 61,644 4.0 4.0(2012) 6.1(1977)
7 (3) ITA 50,327 3.2 2.0(1976) 3.7(2003)
8 (2) CAN 50,043 3.2 3.2(2012) 4.5(1975)
9 (3) KOR 46,466 3.0 0.0(1976) 3.0(2012)
10 (3) ESP 45,951 3.0 0.4(1975) 3.0(2012)
11 (3) IND 45,592 2.9 1.9(1975) 3.0(2011)
12 (3) AUS 38,455 2.5 1.9(1975) 2.5(2012)
13 (3) BRA 33,981 2.2 0.3(1975) 2.2(2011)
14 (3) NLD 28,912 1.9 1.3(1975) 2.2(1994)
15 (2) USR 26,462 1.7 1.7(2012) 6.5(1985)
16 (3) IRN 23,486 1.5 0.0(1985) 1.5(2012)
17 (3) TUR 22,635 1.5 0.1(1977) 1.5(2009)
18 (2) CHE 22,618 1.5 1.4(1989) 1.6(1979)
　まず、規模が大きいアメリカと中国を第1グループと
した。次に、占有率の変化で2つのグループを作成した。
第2グループと第3グループの決定方法は、以下の通り
である。
・ 1975年の占有率と最小占有率の差と年平均
・ 1975年の占有率と最大占有率の差と年平均
・ 2012年の占有率と最小占有率の差と年平均
・ 2012年の占有率と最大占有率の差と年平均
　上記の計8つの値に基づき、コサイン類似度に関して
グループ間平均連結法でクラスタを分析した。図4に、
クラスタ分析のデンドログラムを示す。
図 4　16 カ国のクラスタ分析
図 5a　第 1 グループ国別論文数（1975-2011）
（1）　論文数・占有率トップ2カ国
　アメリカと中国の2カ国からなる集団を第1グループ
と呼ぶ。第1グループの論文数と占有率を図5abに示す。
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　第1グループのトップであるアメリカは全期間に渡
り、国別の論文数と同占有率において、全ての国を上
回った。しかし、論文数の増加率が緩やかであったため、
占有率が低下した。アメリカの論文数は1975年に
101,433件で占有率37.1%であったが、17.8ポイント低下
し、2012年に19.3%になった。第1グループの2番手であ
る中国は、1990年以前では、論文数が433件（占有率0.0%）
とわずかであった。しかし、中国の論文数は2000年以
後に急増し、2012年では203,383件（13.1%）になった。
第1グループのアメリカと中国との占有率の差は6.2ポ
イントに接近した。
（2）　占有率下降　7カ国
　クラスタ分析で分けられた日本を含む7カ国の集団を
第2グループと呼ぶ。第2グループの論文数と占有率を
図6abに示す。
　第2グループの7カ国はかつて論文生産が活発であっ
た。このなかには論文数が増加した国もあるが、占有
率の低下が著しい。イギリスの論文数は1975年に
25,841件で、2012年に85,260件まで3.30倍に増加した。
しかし、同占有率は1975年に9.5%（期間最大値）であっ
たが、2012年には5.5%になり4ポイント低下した。ドイ
ツの論文数は1975年に19,426件で、2012年に86,657件ま
で4.46倍に増加した。同占有率は1978年に8.6%（期間
最大値）であったが、2012年には5.6%となり3.0ポイン
ト低下した。フランスの論文数は1975年に15,988件で、
2012 年に61,644件まで3.86倍に増加した。同占有率は
1977年に6.1%（期間最大値）であったが、2012年には4.0%
となり2.1ポイント低下した。ロシアの論文数は1975年
に16,971件で、1990年に34,649件まで2.04倍に増加した
が、1993年に22,048件まで減少し、2012年に26,462件ま
で回復した。同占有率は1985年に6.9%（期間最大値）
であったが、2012年には1.7%となり5.2ポイント低下し
た。カナダの論文数は、1975年に12,260件で、2012年
に50,043件まで4.08倍に増加した。同占有率は1975年に
4.5%であったが、2012年には3.2%となり1.3ポイント低
下した。日本の論文数は1975年に13,586件で、2004年
に75,245件まで5.54倍に増加したが、2010年に71,397件
まで減少し、2012年でも72,848件と低迷している。同
占有率は1975年に5.0%であったが、1998年から2000年
までの3年間8.4%まで上昇したが、2012年に4.7%まで3.7
ポイント低下した。スイスは1979年に1.6%まで上昇し
たが、2012年では1.5%となり、0.1ポイント低下した。
図 5b　第 1 グループ国別論文数占有率（1975-2011）
図 6a　第 2 グループ国別論文数（1975-2011）
図 6b　第 2 グループ国別論文数占有率（1975-2011）
62
学術論文の国際比較
（3）　占有率上昇　9カ国
　クラスタ分析で分けられたもう一方の9カ国の集団を
第3グループと呼ぶ。第3グループの論文数と占有率を
図7abに示す。
　また、第3グループのうち6カ国は1990年以前にある
程度の論文生産があった。ブラジルの論文数は1975年
に780件であったが、2012年に33,981件まで増加した。
同占有率は1975年から1976年まで0.3％であったが、
2008年から2012年に2.2％となり1.9ポイント増加した。
インドの文献数は1975年に5,954件であったが、2012年
には45,592件に増加した。同占有率は1975年2.2%であっ
たが、1979年から1980年に2.8%に上昇し、再び1.9％ま
で低下した。その後2011年には3.0%まで回復した。ス
ペインの論文数は、1975年に955件であったが、2012年
には45,951件に増加した。同占有率は、1975年に0.4%
であったが、2012年には3.0%になり、2.6ポイント増加
した。イタリアの論文数は、1975年に5,530件であった
が、2012年 に は50,327件 に 増 加 し た。 同 占 有 率 は、
1975年に2.0%であったが、2003年から2004年に3.7%に
上昇した。以後、若干低下したが2012年では3.2%を維
持している。オーストラリアは1975年に1.9%であった
が、2012年に2.5％となり0.6ポイント増加した。オラン
ダは1975年に1.3%であったが、2012年に2.2％となり0.9
ポイント増加した。
6．結論
　従来から、論文生産の主要国は、政治や経済の主要
国と重なっていた。とりわけ世界のトップである主要8
カ国首脳会議（G8）8）のメンバーは論文生産性が高かっ
た[7]。本研究においても、G8は累積論文数のトップ10
に全てランクインした。G8以外にランクインしたのは、
2位に中国、10位にインドであった。ところが、論文数
の占有率ではトップ10にランクインしたのは8カ国中ロ
シアを除く7カ国であり、ロシアは15位に順位を落とし
た。論文生産数では相変わらず経済が強いG8の国々が
上位を占めているが、GDP9）で世界第2位になった中国
は論文数でも躍進を続けている。同様にGDP世界第10
位のインドも論文生産を増加させている。
　第1グループはアメリカと中国の差が縮小した。中国
が急増しアメリカに近づいている。第2グループは欧州
のイギリス、ドイツ、フランス、スイス、ロシア、北
米のカナダ、アジアの日本でかつて論文生産が活発で
あったが近年低調であり、占有率の低下が著しい。第3
8  G8: Group of Eight の略語で、加盟国はフランス、アメリカ、
イギリス、ドイツ、日本、イタリア、カナダ、ロシアの 8
カ国である。
9  GDP: The World Bank GDP (current US$) 2012 
URL http://data.worldbank.org/indicator/NY.GDP.MKTP.
CD
図 7a　第 3 グループ国別論文数（1975-2011）
図 7b　第 3 グループ国別論文数占有率（1975-2011）
　第3グループのうち3カ国は1990年以前、論文生産が
活発でなかった。韓国の論文数は、韓国は1975年38件
であったが、2012年には46,466件に増加した。同占有
率は1975年に0.0％から、2012年に3.0％となり3.0ポイン
ト増加した。イランの論文数は1985年に92件であった
が、2012年には23,486件に増加した。同占有率は1982
年から1994年まで0.0%から、2012年に1.5%となり1.5ポ
イント増加した。トルコの論文数は、1975年に178件で
あったが、2012年に22,635件に増加した。同占有率は
1975年から1989年まで0.1%であったが、2009年から
2012年まで1.5%となり1.4ポイント増加した。
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グループと交代する国も現われであろう。第3グループ
は欧州のイタリア、スペイン、オランダ、南米のブラ
ジル、アジアの韓国、インド、トルコ、イラン、オセ
アニアのオーストラリアで、論文生産が急増している。
特に、韓国の伸びは著しく第3グループのトップになる
であろう。また、論文の総数はまだ少ないがトルコと
イランの伸びも著しく、今後第3グループの上位に入る
であろう。
　これまでの先行研究では、論文の生産数については
狭い専門研究領域や地域の国において議論されること
が多かった。しかし、本研究では世界のほぼ全ての国
と地域について活動状況を調査し分析した。その結果、
論文の急増している国が明らかになり、逆に、停滞し
ている国も明らかになった。今後の研究では、急増と
停滞の原因について解明していきたい。
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